
 

 

  

✿はじめに✿ 
少しずつ暖かくなり、春らしさを感じられる時期となりました。みなさま、いかがお

過ごしでしょうか。 
令和６年度は、当事者・保護者を対象として事業として、若い世代を対象とした

「潰瘍性大腸炎・クローン病の食事療法」についての講演会を実施しました。 
また、支援者向けの研修会を「保育園や児童発達支援等へ入園・通所を希望さ

れる方への支援」というテーマで開催し、管内の状況を共有したり、地域でどのよ

うな支援が行われているのか知る機会を持ちました。 
地域資源のご紹介としては「ほわほわの森で遊ぼう」の紹介を載せています。 
気になる記事がありましたら、松戸保健所担当宛にご連絡ください。 

◇今回の内容◇  
・ 講演会報告 

「潰瘍性大腸炎・クローン病の食事療法について」 

・ 地域支援者研修会開催の報告 

・ 松戸市「ほわほわの森であそぼう」について 

 

 

 

療養上のご相談、ニュースレターに関するお問い合わせ 

〒271-8562 

千葉県松戸市小根本７ 千葉県松戸保健所 地域保健課  

小児慢性特定疾病児童等自立支援事業担当 

電話：047-361-2138（平日:9:00～17:00） 

千葉県マスコットキャラクター 

チーバくん 

こんなサービス使ってみたい！ 

みんなはどうしているんだろう？ 

地域の情報を知りたい！ 



 

 

 

 

  

 

令和６年８月９日 東京医科歯科大学病院 斎藤 恵子先生を講師にお招き

し講演会をオンライン＆オンデマンド配信で開催しました。 

今回は小児から２０代までの若い世代を対象として案内いたしました。 

 

先生からは、食品の選び方、メニューの実際を合わせて、社会に出て自分で 

食品を選ぶときや、会食など大人数で食事するときの対処法なども報告いた

だきより実践的な内容を学ぶことができました。 

 

慢性疾患は、検査や治療を続けながら、自分なりの調子のよい状態を目指す 

必要があります。周りに自分のことを説明したり、自分自身の食事・生活の 

注意点をよく理解することが重要です。 
  

 

斎藤 恵子先生の講演会資料より 



 

 

移行期医療支援センター 

 
 

令和６年１０月３０日「保育園や通所施設を利用したい保護者への支援」を 

テーマに支援者向けのオンライン(＆オンデマンド）研修会を開催しました。 

 

 保健所からは、昨年度実施したアンケートの結果と、今後の支援の方向

性について報告しました。管内３市の保育課からは、現在の受け入れ状

況や配慮していること、保育の実際などについて報告がありました。 

 

 一般社団法人 和音（流山市内）の木村様からは、ご自身も医療的ケア

児の母として歩んできた道のりと、その後放課後等デイサービスや児童

発達支援事業所などを立ち上げ、現在どのように医療的ケア児を支援し

ているかの実際をお話いただきました。保護者の視点に立った、きめ細

かな配慮、支援をされていることが伝わってきました。 

 

 あおぞら診療所新松戸の森泉様からは、訪問診療で関わっているお子さ

んたちが児童発達支援や保育園、特別支援学校へ通う際の施設側への支

援を御報告いただいきました。 

それぞれの施設に出向き、ケアの実際や緊急時の対応を説明したり、受

け入れる側の看護師等が家庭訪問に同行し、お子さんの様子、医療処置

を確認されていました。 

 

医療的ケア児を受け入れる通所先や保育園はまだまだ限られてはいますが 

少しずつ広がってきているように感じています。 

 

我々は皆様からの要望や御意見を地域の関係機関と共有しながら、より良

い環境の構築につなげていきたいです。 

 
  

 

一般社団法人 和音 木村様の報告より あおぞら診療所新松戸 森泉様の報告より 



 

 

 
令和６年１１月４日 松戸市のほっとるーむ東松戸で開催された「ほわほわ

の森であそぼう」に当所の保健師も同席させていただきました。 

 

ほっとるーむ東松戸は松戸市内の子育て支援施設です。 

こちらでは月１回医療的ケアのある方等の参加できる催しを開催していま

す。 

 

ほっとるーむの保育士や子育てコーディネーターに加え、看護師や地域の訪

問看護の看護師、相談支援専門員も参加し、会場での催しを楽しみながら、

またお子さんを安心した場所で遊ばせながら、保護者の方同士で交流した

り、専門職に相談する時間を持てます。 

 

１１月はフォトスポットをテーマに、電車、クリスマス、お正月の鏡餅、

パーティールーム風の装飾など可愛く飾り付けされた空間で親子で記念撮影

をすることができました。 

 

畳に寝転がって「おひるねアート」風の写真を撮れるブースもありました。 

 

「こっちはなんだろう」「わぁ！すてきね」と各スペースを巡りながら、 

皆さんの楽しい声が響いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県松戸保健所 地域保健課  

電話 ：０４７－３６１－２１３８ 

メール：matsudoh22@mz.pref.chiba.lg.jp 
 

 


